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前
川
議
員

(1)
福
祉
行
政
に
つ
い
て

日
本
人
女
性
１
人
が
一
生
に
産
む

子
供
の
平
均
数
に
当
た
る
合
計
特
殊

出
生
率
が
史
上
最
低
の
１．

２
５
人

と
な
っ
た
と
の
報
道
に
対
し
、
大
村

市
の
今
後
の
少
子
化
対
策
の
基
本
的

な
考
え
方
は
ど
う
か
。

(2)
企
画
商
工
行
政
に
つ
い
て

①
富
の
原
地
区
湾
岸
沿
い
国
有
地
の

競
売
に
係
る
一
部
の
用
地
に
つ
い
て
、

富
の
原
地
区
の
長
期
展
望
の
も
と
、

大
村
湾
迂
回
道
路
と
し
て
市
道
延
長

を
求
め
る
陳
情
が
住
民
１，

０
２
９

名
の
署
名
を
添
え
て
提
出
さ
れ
た
が
、

そ
の
対
応
に
つ
い
て
。

②
第
４
次
大
村
市
行
政
改
革
大
綱
で

の
基
本
的
な
方
向
、
具
体
的
取
組
、

成
果
目
標
に
つ
い
て
。

改
革
に
つ
い
て
は
行
政
、
議
会
、

市
民
が
一
体
で
実
施
す
る
べ
き
で
あ

り
、
市
民
に
分
か
り
や
す
く
知
ら
し

め
る
べ
き
方
策
、
手
段
に
つ
い
て
。

③
花
と
歴
史
観
光
立
市
と
し
て
の
進

捗
状
況
（
歴
史
観
光
ル
ー
ト
等
）。

市
長

(1)
少
子
化
は
緊
急
か
つ
重
要
な

課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
大

き
な
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
、
子
育

て
の
精
神
的
･
経
済
的
な
負
担
を
少

し
で
も
軽
減
し
た
い
。
地
域
子
育
て

市
長

(1)
①
指
名
委
員
会
に
お
い
て
、

入
札
か
随
契
か
の
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
本
件
の
場
合
施
設
の
安
全
性
、

信
頼
性
が
極
め
て
重
要
で
、
操
業
の

中
止
や
休
止
、
公
害
発
生
な
ど
は
決

し
て
許
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
施
設
の

耐
用
年
数
以
上
の
延
命
化
問
題
も
重

要
事
項
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
適
切
な
工

程
管
理
、
施
工
管
理
が
一
括
し
て
で

き
、
短
期
間
で
工
事
完
了
で
き
る
ノ

ウ
ハ
ウ
を
共
有
で
き
る
、
系
列
業
者

と
の
随
意
契
約
が
現
時
点
で
は
望
ま

し
く
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
今
後
は
、
委
託
業
務
を
部

分
的
に
精
査
し
、
競
争
入
札
を
行
う

べ
き
も
の
が
な
い
か
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

②
幼
保
一
元
化
に
つ
い
て
は
20
年
度

実
施
に
向
け
て
、
検
討
委
員
会
で
基

本
方
針
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
作
成

し
、
保
護
者
の
方
へ
の
周
知
徹
底
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

水
道
事
業
管
理
者

浄
水
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
委
託
導
入
に
向
け
て
の
調

査
中
で
あ
り
、
坂
口
浄
水
場
に
つ
い

て
は
業
者
選
定
の
作
業
を
進
め
て
い

る
。

市
民
環
境
部
長

清
掃
業
務
に
つ
い

て
、
19
年
度
収
集
車
１
台
と
焼
却
炉

夜
間
部
門
、
20
年
度
以
降
し
尿
処
理

に
つ
い
て
委
託
予
定
で
あ
る
。

都
市
整
備
部
長

(2)
早
急
に
点
検
し
て

剪
定
し
た
い
。

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど
、
地
域
や

社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
え
て
い
く

仕
組
み
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

(2)
①
国
の
意
向
は
有
償
で
の
譲
渡
で

あ
る
が
、
市
の
財
政
状
況
か
ら
買
収

は
困
難
で
あ
る
。
財
務
事
務
所
に
対

し
て
粘
り
強
く
無
償
譲
渡
の
交
渉
を

続
け
て
い
き
た
い
。

②
第
４
次
行
革
の
主
な
取
り
組
み

は
、
歳
入
の
確
保
、
人
件
費
の
抑
制
、

民
間
活
力
の
導
入
な
ど
で
あ
る
。
職

員
一
丸
と
な
り
強
力
に
推
進
す
る
。

市
民
へ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

へ
の
掲
載
、
地
区
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
の
説
明
等
に
よ
り
啓
発
を
行
っ
て

い
る
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。
進
捗
状
況
は
随
時
管
理
を
行

い
、
年
度
ご
と
に
公
表
す
る
。

企
画
商
工
部
長

③
武
家
屋
敷
群
、
長

崎
街
道
等
の
歴
史
遺
産
を
取
り
入
れ

た
観
光
振
興
計
画
を
策
定
し
た
。
フ

ル
ー
ツ
の
里
ふ
く
し
げ
の
観
光
農
業

等
を
組
み
入
れ
る
な
ど
、
魅
力
あ
る

歴
史
観
光
コ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
。

早
速
、
花
と
史
跡
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア

ー
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
テ
レ
ビ
、
雑
誌
等
で
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
て
観
光
客
誘
致
に
取
り
組
み

た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

・
残
留
農
薬
対
策
・
北
部
コ
ミ
セ
ン

の
進
捗
状
況
・
封
筒
通
知
書
等
へ
の

企
業
広
告
掲
載
・
松
並
２
丁
目
市
有

地
の
代
替
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

松
崎
議
員

(1)
環
境
行
政
に
つ
い
て

①
産
業
廃
棄
物
処
理
場
に
つ
い
て
、

処
理
場
の
安
心
安
全
の
た
め
市
長
は

県
と
話
を
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
県
の
答
弁
は
。

②
産
業
廃
棄
物
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
処
理
は
今

県
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

③
廃
棄
物
処
理
場
に
県
の
許
可
内

容
・
許
可
責
任
者
・
処
分
品
目
・
連

絡
先
な
ど
書
い
た
立
看
板
を
立
て
る

よ
う
に
県
へ
要
請
し
て
ほ
し
い
。

(2)
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
給
食
セ
ン
タ
ー
の
民
営
化
は
本
当

に
財
政
削
減
に
な
る
の
か
。

②
給
食
費
の
未
収
金
の
処
理
と
集
金

を
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
依
頼
し
未
収
金
を
減
ら

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

③
小
学
校
２
年
以
上
、
中
３
ま
で
の

学
力
テ
ス
ト
の
目
的
・
利
用
・
活
用

を
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。

④
教
職
員
の
超
勤
の
実
態
把
握
と
指

導
に
つ
い
て
。

市
長

(1)
①
昨
年
11
月
に
県
に
測
量
を

要
望
し
、
３
月
に
行
わ
れ
た
測
量
で
、

残
余
容
量
は
約
５，

３
０
０
　
と
の

結
果
が
出
て
い
る
。

②
県
は
今
年
度
か
ら
環
境
部
を
独
立

さ
せ
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
現
在
早
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市
民
の
声
を

県
行
政
に
届
く
も
の
に
!!

「
少
子
化
対
策
は
急
務
」

今
後
の
日
本
の
国
力

経
済
力
の
低
下
に
繋
が
る




